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研究内容 

 

私は卵巣癌における糖鎖発現と腹膜播種形成との関連をテーマに婦人科腫瘍学の研究を開始し、その後はが

ん薬物療法の効果や副作用の予測に関する因子の探索、がんの疾患特性や治療に関連する遺伝子変異や

分子標的の探索等、バイオマーカーに関連した研究を中心に取り組んでまいりました。また、国内外の臨床試験

グループに参加する中で、エビデンスレベルの高い臨床試験を実践できる体制整備や人材配置を行い、数多くの

国内および国際臨床試験、医師主導および企業治験に参画しつつ、自らも臨床試験を立案し実行してまいりま

した。 

研究においては、臨床診療科として現場のクリニカルクエスチョンに基づいた、研究成果が臨床に直結するテーマ

を主眼に置いて取り組んでおります。現在、難治性卵巣癌に対する新規治療開発、婦人科がん患者のQOL維

持を目指した治療開発、婦人科がんに対する臨床試験とデータマネジメント、がん薬物療法の治療関連バイオ

マーカーの探索、がんゲノム情報に基づいた個別化医療の探索を中心に研究を進めております。 
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